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「事例で学ぶNetモラル」とGoogle Classroom™を連携させることで、Netモラルにログインすることなく、事例やCBTを
課題として設定できます。 
 
 

0.　利用のための準備 
Google Classroom™ アドオンから「事例で学ぶNetモラル」を使用するために必要な設定についてのご説明です。 
 
Classroom™アドオンを利用するためには、以下の条件を満たしている必要があります。 
・有料のGoogle Workspace for Education Plus または Teaching and Learning Upgrade を使用している 
・「事例で学ぶNetモラル」の申込を行い、ライセンス契約が完了している 

〈ご利用前に必要な作業〉 
→詳しくはこちらをご参照ください。 
・Googleのマーケットプレイスから、「事例で学ぶNetモラル for Google Classroom™アドオン」を追加する 
・追加したアプリを、Google Workspaceの管理権限からドメイン内で利用可能にする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※本資料で使用しております画面やデータはイメージです。動作環境や契約内容により、レイアウトが異なる場合があ

ります。 
※本内容は、将来予告なしに変更することがあります。 
※すべての権利は、広島県教科用図書販売株式会社に帰属します。 
※本マニュアルを無断で複製、転記、転載、翻訳等を行うことを禁止しています。 
※GoogleおよびGoogle classroomは、Google LLCの商標です。 
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https://support.google.com/edu/classroom/answer/12351654?hl=ja#zippy=%2C%E7%AE%A1%E7%90%86%E8%80%85%E3%81%8C-classroom-%E3%82%A2%E3%83%89%E3%82%AA%E3%83%B3%E3%82%92%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%99%E3%82%8B
https://gsuite.google.com/marketplace/app/foo/1019617435822


 

1. 〈教師の操作〉 

 

【課題の設定】 

(1) 授業の作成　 
①課題を設定したいクラスを選択し、左上のメニュータブの[授業]をクリックします。 
②[＋作成]をクリックし、プルダウンリストから[資料]を選択します。 
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③設定画面が表示されます。「タイトル」「説明(省略可)」を入力し、「アドオン」内の[事例で学ぶNetモラル for 
GoogleClassroom™アドオン]をクリックします。 

 
④ポップアップ画面に「事例で学ぶNetモラル」の事例・CBTの一覧が表示されます。(※契約内容によっては、
全ての事例またはCBTが表示されない場合があります) 
課題として設定したい事例もしくはCBTを選択します。 

(2) 事例／CBTの選択 

〈事例を課題に設定する場合〉 
「学年・内容」「モデルカリキュラム」「情報活用能力の体系表例」から事例を検索できます。 
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事例をクリックすると、プレビュー画面が表示されます。 
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選択中の事例でよろしければ、[課題を割り当てる]をクリックします。 

〈CBTを課題に設定する場合〉 
①学年から出題範囲を選択します。ランダム出題または固定の問題セットから出題できますので、いずれかを

選択してください。 
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②問題の内容を確認してください。 
[ランダム出題]の場合は、自動的に問題が抽出されて表示されます。 

 
問題の内容をご確認いただき、よろしければ[課題を割り当てる]をクリックします。 
同じ対象学年の中で問題を変えたいときは[問題を抽出しなおす]、 
対象学年から変更したいときは[もどる]をクリックします。 
 
※問題セットを選択した場合、固定の5問または10問が表示され、内容を変更することはできません。 

 
 
事例またはCBTの割り当てが完了したら、右上の[投稿]をクリックします。 
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投稿できました。 

 
課題をまとめて複製したい場合は、クラスをコピーすることで、今までに設定した全ての授業・課題を複製するこ

とができます。 
 
※GoogleClassroomの仕様で、1つの課題内で割り当てられるNetモラル教材は最大8個までとなっておりま
す。それ以上の教材を登録しようとすると、以下のようなエラーが表示されます。 
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【課題の進捗／受講結果確認】 
 
[授業]の中から、進捗／受講結果を確認したい課題を選択します。 

 
確認したい事例またはCBTをクリックします。 
※履歴は課題ごとに蓄積されます。一度受講完了しても、同じ事例を新しい課題として再度設定した場合、新し

い課題の受講履歴は空欄になります。 

〈事例アニメーションの場合〉 
生徒がアニメを視聴したかが一覧で表示されます。 
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※[メンバーを最新状態に更新]とは？ 
クラスに所属するメンバーを変更しても、課題画面では即時反映されないことがあります。 
こちらのボタンを押すと、所属状況を最新のデータに更新できます。 

〈eラーニングの場合〉 
生徒がアニメの視聴を完了したか、確認問題に正解したかが一覧で表示されます。 

 

〈CBTの場合〉 
生徒の回答状況が一覧で表示されます。 
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[診断書を表示]をクリックすると、回答の詳細とおすすめ事例アニメが表示されます。 
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2. 生徒の操作(課題の受講) 

 

(1) 課題の選択　 
①課題を受講するクラスを選択し、左上のメニュータブの[授業]をクリックします。 
②設定された課題の一覧が表示されます。受講したい課題を選んでクリックすると、その課題に含まれている事

例またはCBTが表示されます。 
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(2) 課題の受講　 

〈事例アニメーションの場合〉 
左下の[▶]をクリックして、事例アニメーションを再生します。 

 

〈Netモラルeラーニングの場合〉 
事例アニメーションを再生し、視聴を完了してください。視聴完了後、右下の[問題に進む]をクリックします。 

 
正しいと思う選択肢を１つ選び、右下の[提出する]をクリックします。 
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解説が表示されますので、確認して[終わる]をクリックします。 

 

〈CBTの場合〉 
4択または2択の選択問題です。正しいと思う選択肢を１つ選び、[次へ]をクリックします。 
最後まで問題を解くと、「終わりますか？」というポップアップが表示されます。戻って見直したい場合は[続け
る]、回答を終了する場合は[終わる]をクリックします。 
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[終わる]をクリックすると、結果画面が表示されます。 

 
右側の[事例アニメを見る]をクリックすると、問題に対応する事例アニメを見ることができます。 
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FAQ 
Q.Netモラルにアクセスしたら、「利用開始に必要な設定がされていません」と表示されてしまいました。 
A.ライセンス（契約）がない状態でNetモラルの配信設定を行い、ログインした場合に表示されます。 
ライセンスがあるにもかかわらずこの画面が表示された場合は、こちらからお問い合わせください。 
 
Q.Netモラルクラウド版と違いはありますか？ 
A.Googleの仕様上、一部提供していない機能がございます。例えば、生徒アカウントは、自由受講ではなく、先
生から課題として設定された事例やCBTのみの受講になります。また、受講履歴についても、受講の有無・正誤
状況は参照できますが、CBTの点数推移グラフ等一部データの提供がなくなります。 
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https://www.hirokyou.co.jp/netmoral/contact/
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